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カンキツ各種台木の生育特性と内生 ABA,IAAお よびGAと の関係
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Summary

Growth chracteristics of six citrus rootstocks and their scion/rootstock combinations
with 'Ichifumi-wase' and 'Eureka' lemons as tops were investigated.

1. After September, seedlings of trifoliate orange, Hiryo (Flying dragon),'Troyer' cit-
range, and 'Rask'citrange stopped growing, but those of Shiikuwasha and rough lemon
continued to grow.

2. Total root lengths on each of above rootstocks grafted with ' lchifumi-wase'and
'Eureka' lemons scions increased rapidly from July to October. The length and weight
measurements of the branches and leaves, 20 months after grafting, revealed that scions
grafted on Shiikuwasha grew best; those on trifoliate orange and rough lemon were in-
termediate, whereas scions on Hiryo, 'Troyer' citrange, and 'Rask' citrange grew poorly.
On all rootstocks, 'Eureka' top grew better than did that of ' lchifumi-wase'. The root
growth is independent of top growth; hence, roots of ' lchifumi-wase'/trifoliate orange
combination grew well, whereas that of 'Eureka'/ 'Rask' combination grew poorly. The
top/root ratio with 'Eureka' as scions was relatively large on all rootstock, attaining a
high of  3.0 wi th Shi ikuwasha.

3. Analyses for ABA, IAA, and GA in shoots and roots of trifoliate orange, Hiryo, and
Shiikuwasha revealed that ABA level in trifoliate orange shoots was highes| Hiryo was
intermeadiate, and Shiikuwasha had the least. IAA and GA levels in shoots of all root-
stocks were nearly equal. ABA concentration of roots was slightly higher in Hiryo than
it was in trifoliate orange and Shiikuwasha IAA concentration of roots was about three
times higher in Shiikuwasha than in other rootstocks. GA concentration of trifoliate
orange roots was about three times higher than other rootstocks.

緒  言

現在,わ が国で栽培されているカンキツの品種,系

統は強樹勢のものから弱樹勢のものまで多くあり,今

後もさらに多様化していくことが予想される.し かし,

ほとんどのカンキツ類はカラタチを台木として栽培し

ている。これはカラタチ台が耐寒性, トリステザウイ

ルス,す そ腐れ病およびネマ トーダヘの耐性,酸 性土

壌への適応性の点で優れているからである (Iwamasa,
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1988)。しかし,台 木品種は樹性 。樹齢 ・果実の収量

・品質などの様々な面で地上部に影響する (岩崎,

1966)。従って,環 境,穂 木の品種および樹性の強弱

に適した台木品種を選択することが望ましい。さらに,

近年,労 力不足と農家の高齢化,婦 女子化などで低コ

スト,省 力化および軽労働化が要求されており,カ ン

キツ樹のわい性化の必要性が高まっている。このわい

性カンキツ樹を作出する方法のうちで,最 も有望な方

法は新しい台木の利用である (Roose,1986).

台木品種の諸特性についての報告 (Casue,1980;池

田ら,1978:高 原ら,1988,1994;Wutscher o Shull,
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1 9 7 6 )は多いが,カ ンキツ台木用実生の特性や生育に

関係すると考えられる植物ホルモン,ア ブシジン酸

(ABA), イ ンドール酢酸 (IAA), ジベレリン (GA)

などの内生量について比較したものは報告されていな

い.さ らに,台 木がカンキツ樹に及ぼす影響を調べる

には接木後 5～6年以上を必要とする.し かし,台 木

の特性が,実 生もしくは接木後できるだけ早い時期に

半J明すれば,台 本の新品種開発が短縮化できる.

そこで本報告では,す でに報告されているカンキツ

各種台本の諸特性と比較するために,こ れらの実生お

よび2種類のカンキツに接木して 20ヵ月後の諸特性

の調査 と, さ らに実生の内生 ABA,IAAお よび GA

を定量 した.

材 料 お よ び 方 法

1.実 生 の 特 性

カラタチ (Paltσれ s ιγびο′じαια Raf), ヒ リュウ (P

′γttθ′じαια Raf), `ト ロイヤ
ー'シ トレンジ (α ″71ts

stπικsts Osb× P物 ¨んαια Raf), `ラ スク
'シ
トレンジ

(c s tκ′κst s  O s b×P′れヵιじαια Ra f ) ,シ イクワシャ
ー

(Ca″ 角%sα Hayata), ラ フレ■:ン (C.′α,πbんじ″Lush)

を用い,1986年 2月 初旬に各台木種類あたり50種子

の生体重および種子あたりの成熟胚の数を測定 した.

また,上 述の各種類あた り20種子を供試 し,3月 25

日に外種皮をはく皮後,シ ャーレに播種 し,28°cの

暗黒条件下で育てた.4月 1日 に 6号 鉢にそれぞれ 5

本ずつ鉢上げし,無 加温ガラス室で生育させた。4月

21日 から 11月 20日 まで lヵ 月ごとに地 L部 の長さ

を,11月 20日には着葉数を調査 した。

2.1年 生 台 木 の 特 性
`1.実
生の特性

'に
供試 した各台木種類の種子をそ

れぞれ 20粒 ずつ供試 し,1986年 5月 14日 に各種皮

をはく皮後シャーレに播種 し,28°Cの 暗黒条件下で

発根 させ,5月 19日 に鹿沼土入 リビニ
ールポ ット

(直径 6 cm)に 3本 ずつ植え付け,引 き続 き暗黒条件

下で生育 させた。5月 29日 から6月 1日 にかけて_11

胚軸が 5～8 cmに伸長 した台木実生に,`市 文早生
'

(c ππsれz Marc)お よび
.ユーレカ

'レモン (Cれ″ο″

Burm f)を 各台木種類あたりそれぞれ 10本ずつ割 り

接 ぎ (高原ら,1987)し ,室 温の散光下で発育させた.

7月 16日 にビニールポ ット (直径 9 cm)に それぞれ

2本 ずつ植え付けガラス室内で生育させた後,1987年

4月 1日 にプラスチ ック製プランタン (縦12 cm×横

24 cm×高 さ 12 cm)の側面をガラス面 (7 cm×18.2

cm)と したルー トボックスに 2本 ずつオ直え付け,無
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加温ガラス室で生育 させた.5月 12日 から 12月 11

日までの lヵ 月ごとにガラス面の根の伸長状況を調査

した (市来,19 8 7 ) . 1 9 8 8年 1月 24日 に解体調査を

行った.

3.実 生 の 内 生 ABA , ! A A , G Aの 定 量

材料は,現 在広 く栽培されているカラタチ,わ い性

台木と報告されてきたヒリュウ (Rosse,1986),強勢

台本と位置づけられてきたシイクヮシャー (高原ら,

1994)を用い,各 台木種類あたり約 100種子を供試し,

1993年 5月 19日に外種皮をはく皮後シャーレに播種

し,28°cの 暗黒条件下で発根 させ,5月 25日 に鹿沼

土人 リコンテナに植え付け,昼 間 27°C,夜 間 23°C

条件の人工気象室で生育させた.播 種後 85日 の 8月

11日 に,各 種類あたり154「J体の各実生の地上部の長

さおよび地上部と根の生体重を測定し,各 種類あたり

50本 は地上部 と根に分け,生 体重測定後ただちに液

体窒素で凍結 させ,分 析まで
-75°Cで 保存 した。抽

出精製は Kolima(1995)の方法に したがった.材 料

に内部標準として
3H_ABAと 13c IAAを

加えて抽出

精製後,水 層の pHを 2.5に下げてエ
ーテル,次 いで

酢酸エチルで分配抽出した。エーテル抽出物は HPLC

で分画 し,ABAは 紫外検出器で,IAA画 分は蛍光検

出器でモニターして分取 し,残 りの初期の画分は GA

用に集めた。GAは これと酢酸エチル抽出物の初期の

画分を一括 して段階的に希釈 し,Nishiijima・Katsura

(1989)の方法に従い,ウ エヨナゾ
ールで処理 したわ

い性イネを用いた点滴法で検定 した.ABAと IAA画

分は減圧濃縮 し, メチル化 した.ABAは Kojimaら

(1993)の方法に従いキャピラリ
ーカラムの ECD付 ガ

スクロマ ト装置で定量 した。さらに一部からHPLCで

メチル化 ABA画 分のみを分取 し,液 体シンチレ
ーシ

ョンカウンターで放射活性を測定 し,得 られた回収率

で各 ABA定 量値 を補正 した.IAAの 定量は Kojima

ら (1994)の方法に従い GC MSの SIM法 で行った.

結  果

1.実 生 の特性

6種 類の台木用カンキツの種子の重さは,カ ラタチ,

ヒリュウ,.ト ロイヤー
'シ
トレンジが重く,`ラ スク

'

シトレンジとシイクワシャーが中程度,ラ フレモンが

軽かった (第1表 ).月玉数は
`ラスク
'シ
トレンジが最

も多く,カ ラタチおよびヒリュウが少なかった.葉 数

はシイクワシャーが多く,`ラ スク
'シ
トレンジは少な

く,他 は中位程度であった。

実生の地上部の伸長は,カ ラタチ, ヒ リュウ,`ト
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Table l.  Seed weight,and number of embryo and seedling

leaf of citrus rootstockS

Number

Rootstock
Weight

(mglseed) Embryo Leaf '
(per seed) (per seedling)
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Days aftcr sccding

Fig。 1. Growth curves of shoots of six citrus rootstocks,

27 to 240 days after planting

合は
`ラスク
'シ
トレンジが生育不良であった.

TR率 は,い ずれの台木 も,`ユ ーレカ
'レモンを接

木した方が高い値で,特 にシイクワシャーで 3.0と高

かった (第4図 ).

3 .実 生 の 内生 ABA , : A A , G Aの 定 量

第 2表 に, カラタチ, ヒリュウ,お よびシイクヮシ

ャーの実生の高さ,地 上部と根の生体重および単位生

体重あたりの内生 ABA,IAAお よびGAの 量を示す.

実生の高さと地上部と根の生体重からカラタチの生育

が良 く,ヒ リュウとシイクヮシャーは同じ程度であっ

た。地上部の内生 ABA濃 度は,カ ラタチが最 も高 く,

次いで ヒリュウ,シ イクワシャーの順で,内 生 IAA

と内生 GAは いずれの種類 も同程度の濃度であった。

根の内生 ABA濃 度は,カ ラタチとシイクヮシャーよ

り, ヒリュウで少 し高 く,IAA濃 度はシイクワシャ

ーで他の約 3倍 高かった。GA濃 度はカラタチが他の

約 3倍 高い値であった。
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The number of leave per seedling was counted 299 days
after seeding (Nov 20) .  Seeding; Mar 25, 1985.
Mean *  SE (n  :20)  .

ロイヤー
'シ
トレンジおよび

`ラスク
'シ
トレンジが明

かな S字 型曲線を示 した (第1図 )。そのうちで
`ラ

スク
'シ
トレンジは最も伸長量が劣っていた.シ イク

ワシャーとラフレモンは,他 の台木実生の伸長速度が

低下する 9月 以降も直線的に伸長を継続 した。

2.1年 生 台 木 の 特 性
`市
文早生
'と `ユーレカ

'レ
モンを接木 した台木種類

において,根 の総伸長量はいずれ も,7月 から 10月

にかけて急激に増加 し,5月 から6月 と 11月以降に

は少 し伸長速度が遅い傾向がみられた (第2図 ).両

穂木を接木 した場合に共通 してみられた傾向としては,
`トロイヤー

'シ
トレンジと

`ラ
スク
'シ
トレンジを除い

て,根 の総伸長量は 8月 11日以降にヒリュウが最 も

多 く,次 いでカラタチ,ラ フレモンで,シ イクワシャ
ーが最も少なくなっていた。

`トロイヤー
'シ
トレンジ

と
`ラスク
'シ
トレンジに関しては根の総伸長量は,両

穂木とも
`トロイヤー

'シ
トレンジが多く, また穂木間

では
`市
文早生
'に
接いだ方が根の伸長量は多かった.

`市
文早生
'と 'ユーレカ

'レモンを接木後 20ヵ 月の

解体調査の結果を第 3図 に示 した。いずれの台木とも
`市
文早生
'よ
りも
`ユーレカ

'レ
モンを接木 した方が生

育良好で,地 上部の総伸長量 (第3図 の A),枝 の生

体重 (第3図 の B),葉 の生体重 (第3図 の C)と も

同様の傾向を示 した。すなわち,シ イクワシャー台の

生育が最も良好で,次 いでカラタチとラフレモン台で,

不良であったのはヒリュウ,`ト ロイヤー
'シ
トレンジ

および
`ラスク
'シ
トレンジ台であった。

根の生体重 (第3図 の D)は ,地 _L部の枝葉と異な

った傾向を示 した。
`市
文早生
'を
接木 した場合はカラ

タチの生育が良好で,`ユ
ーレカ
'レ
モンを接木 した場

Trifoliate

orangc

IIiryo

Troyer

citrange

Rask

citrange

Sh五kuwasha
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Fig。2.Growth curves of rootstocks garfted to tow diffe

rent scion tops,42 to 255 days after planting

考  察

カラタチは,他 の種類のカンキツを穂木として接木

することで根が良 く生育する (Webber,1923).さ ら

に,穂 木の種類により根の生育が異なり,ウ ンシュウ

よりもレモンを穂木とする方が,根 の生育が旺盛であ

ることが報告されている (田中,1949).本 報告の接

木後 20ヵ月の解体調査では,い ずれの台木でも
`ユー

レカ
'レモンを穂木 とした方が,`市 文早生

'を
穂木 と

したものと比べて,台 木の根の生育が良かった (第3

図).ま た,TR率 も
`ユーレカ'レモンを接木 した方

が高 くなっていた (第4図 )。従って,樹 勢の強い穂

木種類の方が一般的に台木の生育を促進させる作用が

強いことが確かめられた。 しか し,接 木後 20ヵ 月な

ので穂部の生育は充分ではなく,TR率 は,強 樹勢台

本でもシイクワシャーを除いて緒方ら (1994)の報告

のように,高 くはなかった (第4図 ).

河瀬 (1972)はウンシュウミカンの特性に及ぼすカ

ラタチと
`ラスク
'シ
トレンジを含む 18種 の台木の影

響を調べ,樹 冠容積,樹 高,占 有面積,幹 周などは

15年 間の測定で,カ ラタチと
`ラスク
'シ
トレンジは

ほぼ同じ程度であったとしている.池 田ら (1978)の

ネーブルオレンジの生育に及ぼすカラタチ,`ト ロイ

ヤー
'シ
トレンジ, レフレモンを含む 15種の台木の影

響を調べた結果では,芽 接ぎ後 4年 目の樹 とさらに 7

年目の樹で,幹 径 と樹の大きさはラフレモン台が最も

大きく,次 いでカラタチと
`トロイヤー

'シ
トレンジが

同程度であり,こ の傾向は 2種 のネーブルオレンジに

共通 してみられている。高原ら (1988)のポンカンの

特性に及ぼすカラタチとシイクワシャーを含む各種台

木の影響を調べた結果では,切 り接 ぎ後 11年 目の解

体調査で,葉 ,緑 枝,枝 ,お よび主幹の生体重はカラ

タチよリシイクワシャー台が重 く,地 上部総重量で 9

倍であった。また,高 原ら (1994)は
`大
谷伊予柑

'の

特性に及ぼす各種台木の影響 も調べている。その結果

6年 生樹の解体調査の結果をもとに,生 育の良好な台

木群にシイクワシャーとラフレモンを,生 育の劣る台

木群にカラタチ, ヒリュウ,`ト ロイヤー
'シ
トレンジ,

`ラスク
'シ
トレンジを分類 した。本報告の接木後 20

ヵ月の解体調査 (第3図 )か らは,`ユ
ーレカ'レモン

を接木 した場合,地 _L部の生育が良好な台木はシイク

ワシャーで,中 位はカラタチ,ヒ リュウ,`ト ロイヤ

ー'シ トレンジおよびラフレモン,劣 る台木
`ラスク
'

シ トレンジであった。これは,高 原ら (1994)の結果

と比べて,ラ フレモンが中位程度で,`ラ スク
'シ
トレ

rTrifoliate
orange

o Hiryo
x Troyer

citrange
E Rask

citrange

a Shiiku-
washa

o Rough
lemon

Eureka
lemon
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ンジは劣っていること以外は一致する.従 って,台 木

実生の割 り接ぎによる台木試験のごく初期に,各 台木

の特徴がある程度判明することが明らかになった。

上野ら (1967)による種子内の平均胚数の調査では,

カラタチが 5.0,`ラスク
'シ
トレンジが 49.1,シ イク

ワシャーが 16.7, ラフレモ ンが 7.6個 であった。こ

れは本報告の傾向 (第1表 )と
一致するが,本 報告の

胚数の 2倍 程度であった。

カラタチ, ヒリュウおよび
`トロイヤー

'シ
トレンジ

は
`ラスク
'シ
トレンジと比べて種子が重 く,胚 数は少

ない (第1表 ).実 生の生育はカラタチ, ヒリュウお

よび
`トロイヤー

'シ
トレンジは

`ラスク
'シ
トレンジと

比べて伸長量が大きかった (第1図 ).さ らに,こ の

傾向は接木後 20ヵ 月の解体調査で も同様な傾向がみ

られ,`ラ スク
'シ
トレンジの地上部の枝,葉 ,根 の生

体重は低い値であった (第3図 )。従って,種 子が重

く,胚 数は少ない程,実 生の初期の生育は良好である
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ことが明らかとなった。

強勢台木と位置づけられてきたシイクヮシャー (高

原ら,1994)と ラフレモン (Casue,1980)は,9月 以

降も地上部の伸長を継続 した (第 1図 )。地温の面か

らカラタチを含むカンキツ類の実生の生育が調べ られ,

種類により耐寒性が大きく異なることが明らかにされ

ている (吉村 ら,1960).ラ フレモンは,従 来から耐

寒性が弱いと考えられてきた (岩崎,1966)。
一方,

光周期の面から, レモンは日長が変化 しても生長はほ

ぼ一定で休眠にも入 らないことが報告 されている

(Piringnerら,1961).従 って,ラ フレモ ンの実生の

伸長が秋期も継続 したのは,無 加温ガラス室栽培で低

温の影響が弱 く,短 日条件下でもレモンの生長が停止

しないことが原因と考えられた.ラ フレモンと同様に

9月 以降も実生の伸長を継続 したシイクワシャーにつ

いては,短 日条件下でも生長が停止 しないことが原因

と考えられるが,温 度と光周期の与える影響の詳 しい
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Fig. & Total branch length (A), branch weight (B), leaf weight (C) and root weight (D) of six
rootstocks grafted with 'lc'hifumi-wase' 

and 
'Eureka' 

lemon scions, 20 months after grafting.
"Mean separation by Duncan's multiple range test, l%level, except for total branch length in
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調査が必要である。

草本の芽ばえを用いた実験では,外 から与えられた

IAAは 根の生長を阻害 しており (Pilet・Elllott,1981;

Pilet o Saugy,1985;Scott,1972), さらに,IAAの 内生

量と根の伸長には負の関係が報告 されている (Pilet。

Saugy,1985).本実験のシイクワシャーの実生の根に

おいても,内 生 IAA濃 度は,カ ラタチとヒリュウと

比べて 3倍 高 く,生 体重は少なかった (第2表 ).こ

のことは IAAが 実生の根の生長を阻害する作用 をも

つことを示唆 した。
一
方,`大谷伊予柑

'を
接木 した各

3.0

Fig. 4. Top-Root rations of six rootstocks grafted with
' lchihumi-wase' and 

'Eureka' lemon scions, 20

months after garafting

児島清秀 ・高原利雄 ・緒方達志 ・村松 昇
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種台木の 6年 生の樹の地下部の乾物量はカラタチとヒ

リュウと比べて, シイクワシャ
ーが最も多 く, さらに,

根群の垂直と水平分布の調査からもシイクワシャ
ーが

最も深 くまで分布 していた (高原ら,1994).従 って,

シイクワシャーは,播 種後 85日 程度の実生では IAA

の内生量が高 く,根 の生長は悪いが,外 気温が低 くな

っても伸長 し続け (第1図 ),さ らに,根 が水を通 し

やすいため穂木の生育が良好となり (緒方ら,1994),

その結果,台 木の 6年 生樹では,特 性が変化 して根の

生長が良くなり深根性になってくるものと考えられる。

カラタチ実生の地上部の生育は,経 時的測定の結果

(第 1図 )か ら9月 あたりまで最 も良好で,こ の時期

には植物ホルモン分析用に育成 した実生の地上部の高

さと生体重 (第2表 )か らも生育は良好である。
一方,

カラタチの根で GA濃 度は,他 の 2種 類 と比べて約 3

倍高い値であった.草 本植物では,外 から与える GA

は地上部の伸長を強 く促進するが,根 の伸長に対 して

はほとんど影響 しない (Wareing o phillips,1983).さ

らに,Torre,(1976)は ,根 で作 られた GAが 道管を

通 り地上部に移動 して作用することはほぼ確実である

と報告 している。従って,カ ラタチ実生の幼苗時にお

いて,根 で作られた GAが 地上部に移動 して伸長を促

進することが考えられる。

また,カ ラタチの地上部の内生 ABAも 最 も高い値

であった.従 来,ABAは 生長阻害作用が多 く報告 さ

れて きた (Ze e v a a r t  o  C r e e l m a n , 1 9 8 8 )が,近 年,

AB Aが 同化物を引 き付ける作用があるとの説が主張

されてきた (Br e n n e r , 1 9 8 9 ) .さらに,ア スパラガス

の地上部でも,伸 長帯で ABA濃 度が高 く基部で低い
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Table 2. Height, fresh weight, and concentrat ion of ABA, IAA and GA in seedling of three citrus

rootstocks

Rootstock
Height
(mm)

Fresh
weight

(g )

ABA IAA
GA

(ng GAseq .g - IFW)
-  1  ̂ - - .

n g ' g  
' f  w

Ichifumi-wase
Eureka lemon

lstrootl
Tri fol iate orange
Hi ryo
Sh i ikuwasha

IRoot]
Tri fol iate orange
Hiryo

Shiikuwasha

1 0 7±5

6 8±3

6 7±3

2 . 9 3±0 . 1 1

1 . 4 1±0 . 0 6

1 . 6 8±0 2 1

2 7 1± 0  1 9

1 . 7 1±0 . 0 7

1 2 2± 0 . 0 7

9 8± 1

6 3± 1

40± 1

1 7±1

2 6±2

1 5±1

1 5± 0 . 1

1 6± 0 . 2

1 . 4±0 . 1

1 . 1±0 . 1

1 . 2±0 . 1

3 . 6±0 3

0.12

0 . 1 1

0 99

0.36

0.37

Height  (n :10)  ,  f resh  we igh t  (n :5 )  ,  and concent ra t ions  o f  ABA and IAA ( th ree  de terminat ions)

are  mean*SE
'  less  than 0 .  I  ng  GA3eq. 'g - rFW.
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こ とが報告 され た (Ko j i m aら,1 9 9 3 ) .従 って,

B r e n n e rの説 を適用す ると,カ ラタチの地上部 の

ABAが 同化物をヲ|き付けることを通 じて, 地上部の

生育が旺盛になることも考えられる.

摘  要

カンキツ各種台木の特性についてつぎの知見を得た.

1.9月 以降,カ ラタチ, ヒ リュウ,`ト ロイヤ
ー'

シ トレンジおよび
`ラ
スク
'シ
トレンジの実生は伸長が

止まったが,シ イクワシャ
ーとラフレモンは仲長を継

続 した。

2.`市 文早生
'と `ユーレカ

'レモンを接木した上述

の台木の根の総伸長量はいずれも,7月 か ら 10月 に

かけて急激に増加 した。接木後 20ヵ 月で解体 し,地

上部の総伸長量,枝 と葉の生体重を調査 した結果,シ

イクワシャー台の生育が最も良好で,次 いでカラタチ

とラフレモン台で,不 良であったのはヒリュウ,`ト

ロイヤー
'シ
トレンジおよび

`ラスク
'シ
トレンジ台で

あった。いずれの台木 とも,`市 文早生
'よ
りも
`ユー

レカ
'レモンを接木 した方が生育が良好であった。根

の生育は,地 上部とは異なった傾向を示 し,`市 文早

生
'を
接木 した場合カラタチ台が良好で,`ユ

ーレカ
'

レモンを接木 した場合
`ラスク
'シ
トレンジ台が不良で

あった.TR率 は,い ずれの台も
`ユーレカ

'レモンを

接木 した方が高い値で,特 にシイクワシャ
ー台で 3.0

と高かった.

3.カ ラタチ, ヒュウおよびシイクワシャ
ーの地上

部 と根の内生 ABA,IAAお よび GAを 定量 した。地

上部の内生 ABA濃 度は,カ ラタチが最 も高 く,次 い

でヒリュウ,シ イクワシャ
ーの順で,地 上部の内生

IAAと GAは ,い ずれの種類でも同程度の濃度であっ

た。根の内生 ABA濃 度は,カ ラタチとシイクワシャ

ーより, ヒリュウで少 し高 く,内 生 IAA濃 度はシイ

クワシャーで他の約 3倍 高かった。根の内生 GA濃 度

はカラタチが他の約 3倍 高かった。

謝  辞  本 研究を実施するにあたり分析機器をお借

りしました広島大学桜井直樹教授ならびに調査等に御

協力 して下さった当支場研修生の方々に深 く感謝の意

を表 します。
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